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実践レポート

メンバーの主体性を高める会議
～MM法を使っ←

今回は、環境系の小さな市民団体の依頼で進行

した会議のレポートで九 「外部のフアシリテーター

に会議を進行してもらうことで、メンバーの主体1生

を高めた0」 というご依頼でした。

主体性は高まうているか?

会議が成功したかどうかを見極める指標のひと

つは、「会議が終わった後、メンバーの主体性・や

る気が増しているか?」 ではないかと、最近考えて

いま九 もちろん会議というのは、情報を共有し、

よき判断をする場所です。しかし、そのプロセスを

通じてメンバーの主4A7庄がそがれ、モチベーシヨン

を落として活動するようでは、かえってマイナスでは

ないかという考えで現

今回のご依頼者は、環境系の小さな市民団体の

代表者でした。

彼の悩みは「いつも自分ばかり頑張っている感じ

がする。他のメンバーの気合いが足りないし、本気

じゃないように思える。 どうしたらメンバーがもっと
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主体的に活動に関わってくれるのか?」 というもので

した。どうやら、会議のたびにメンバーを叱咤激

励するものの、なかなか響かない様子で丸

団体の状況を把握するため運営メンバーのメー

リングリストに、1か月ほど加入させていただくこと

にしました。すると、代表者からの叱咤のメールが

飛んでいます。「約束の期間までにできないなんて、

あなたには環境活動をする資格がなし」「人間とし

て当然の行為ができてない、恥ずかしくないのか!J

といった厳しい指摘ばかり。

団体のリーダーがこのようにピリピリしていると、

当然のことながらメンバーは萎縮してしまいます。も

しくはリーダーの叱口宅に1貫れてしまって、「あ―、は

いはい、いつもの小言オ剣などと受け流してしまうこ

ともあります。本来のテームワークが発揮しにくく、

ポジティブな発言がしにくい雰囲気になり、メンバー

の主体性を高めることも困難になっているように見

えました。

そこで、メンバーの主体性を育む効果のある「MM
法Jという会議法を用いた進行を提案しました。
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MM法=みんなでつくる

ミーティング法
MM法 とは、筆者が考 えた会議法で「みん

なでつ くるミーティング法」(Membe■Oriented

Mceting method)の頭文字をとったもの。その名

の通り、全員参加型の会議法で丸

日本で通常行われる会議の大多数は、議題の設

定と議事の進行の両方カミ リーダーや一部の中心

メンバーによって担われている状況で丸 MM法 で

は、会議に参加するメンバー全員で1つずつ議題を

出しあい、交代で進行役を担う、という進め方をし

ますЭ

議題出し

MM法の進め方はいたって簡単。まず始めに、

全員で議題を考えま丸

「今日このタイミングで、話し合いたいこと、話し

合うべき議題を1つ考えてください。今回のMM法
では、持ち時間は1人25分とします。25分という与

えられた時間内で、みんなとぜひこのことを話し合

いたい、ということを選んで、A4のコピー紙にマジッ

クで書いてくださし」と全員に伝えました。

今回のケースでは事前にMM法をやると決めてい

たので、会議開催の通知メールに「議題を考えて来

てくださしJと伝えておいたため、みなスムーズに考

えることができたようです。

ある参加者から「話し合いたいことが2つあるん

ですが・・」 という質問を受けました。筆者からは、

「25分間で2つ とも話せるなら、それもありですが、

どっちもつかずにならないように、もっとも重要だと

思える議題を1つだけ選ぶことをお薦めしま劇 と答

えました。

議題の順番決め

全員が議題を書き終えたら、それらを一覧できる

ようにしますЭ

「私たちの会は、来年どんなことに力を入れるべ

きか?」 というようなのもあれ|よ 「代表者の交代を

視野に、今後の体制を考えた。」 という議題も出ま

した。「そもそも、皆はこの会の活動にどのくらい

時間が割けそうなのか?」 というキヤパシテイの前提

を確認するものや、「いっそのこと××事業はやめる

か、縮小しては?」 という思い切った提案もありまし

た。どの議題から始めるのが適切かを、手短かに

決めま丸

議題を出すプロセスで、遠慮せずに本質的な論

点を出し合えるかどうかカミ MM法の成功のカギ

を握りま丸 各自が発表する議題を聞くたびに、他

のメンバーが深くうなづいているのがわかりました。

本当に話し合いたかったことが、議題として出てき

た模様で丸

代表者の顔が少し曇るような議題もありますカミ

メンバーの主体性を引き出すためには、そういう議

題こそ必要になってきま丸

ロルールの確認

議題が出そろったところで、MM法のルールを確

認します。

「MM法は、全員で進行役を交代する会議法で

丸 25分の間は、会の代表者ではなく、そのお題

を出した人カミ会議の進め方についての権限を持ち

ま丸 なので、自分の議題の時間は、自分が思う

ように進めてください。その時間は、他のメンバー

は、議題提案者に可能な限り協力しま丸 たとえば

『どんどんアイデアを出してください』と言われたら、

全メンバーは文句を言わずに全力でアイデアを出す

という具合です8権限というと強い言葉のように思

えますが、実際に強い権限を持ってよいというのが、

MM法のルールで丸 『この25分については、いつ

も発言が多いAさんはだまっていてください』という

指示を出すのもOKです」と、ルールを説明しました。

全員が交代で会議を進行・プロデュースすること

で、メンバーの主体性を引き出そうという意図を持っ

た手法で丸

「また、会議の終了時間は絶対で丸 25分 間経

過したら、議題が途中でも、その人の時間は維了し

ますЭ唯一、時間をオーバーしてよいのは、『私の

25分のうち、5分を寄付します』と誰かが申し出た

時のみで九 これを「時間寄付」と呼んでいますが、

必要性・緊急性の高い議題で、このまま終わらせる

のが惜しいと判断した場合は、自分の持ち時間を

削るという前提で、時間寄付をすることができます」

と伝えました。びしっと時間を区切ることが、会議
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の集中力を高める効果もありますЭ

ルールが確認できたところで、誰の議題から始め

るかを少し相談して、さつそくMM法 を開始しました。

MM法 を 終 え て

時間厳守で議題が変わつていくMM法は、メン

バーの集中力が維持しやすい会議法です
`今

回は

会議の参加者が7名だったので7×25=175分と、お

よそ3時間の会議でしたが、あつという間に全員の

議題を終えることになりました。

最後の議題が「代表者の交代を視野に、今後の

体制を考えた。」 で、その時間は議題提案者の希

望もあって、代表者が会議室の外に出ることになり

ました。誰よりも本気になってがんばり、みんなを

叱咤激励していた代表者が部屋を出たとたん、他

のメンバーの主体性や責任感が一段高まり、本気

で会の今後を話し合っていたことはとても印象的で

した。依頼を受ける前に代表者から聞いていたメン

バー像とはまったく違う姿勢が、そこに見られたよ

うに思います。

NIINII法 を終えたあと、40分ほどのフリートークの

時間を持ちました。MM法では時間を厳密に区切

るので、どうしても議論の途中Q結 論が出ないこ

ともあります。それらの結論を出したり、今回の感

想を話し合ったり、今後の方向性についてざつくば

らんに話す時間となりました。

メンバーの表情を見ると、みんなすがすがしい顔

になっていますDなかには代表者が担っていた役割

を新たに担うことになったメンバーもいます。自分

たちで議題を出し、自分たちが納得する進行方法を

とったので、納得度の高い会議になっているように

見受けられました。

MM法のメリット・うあ:リット

MM法のメリットとデメリットは、以下のとおりで丸

メリット紆1点)

。全員が議題を出すことでヽ メンバー全員の主体

性を高めることができる

。全員が会議の進行役をすることで、会議進行の

よきトレーニングになる

。全員が会議の進行役をすることQ主体的なメン

バーの動きがいかに助けになるかが理解でき、

普段の自分の行動も主体的になろうと思える

。時間内に会議を終えることができる

。とても集中して会議を進めることができる

・相互理解が進み、チームワークが高まる

といった効果が期待できま丸

デメリット(欠点)

・代表者力渡している方向・結論にゆくとは限らな

い (メ ンバーの主体性が高まるということは、そ

ういうことでもあります)

。メンバー数が多い場合は、短時間では実施不可

能 (5か ら10名が適性人数。それ以上だと時間

が相当かかり、1人あたりの会議時間が短すぎ

ま丸 1人あたり15-40分 ぐらいの持ち時間は欲

しいところです)

とてもダイナミックで面白い会議法なので、メン

バーの主体性を高めたい時や、団体の方向性を大

きく見直したい時、次なるリーダーを育てたい時な

どは、ぜひご活用ください。

参照:本誌第34号「タイプ別会議攻略法!」 〈決定に関わることで当事者意識を高める〉
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